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論　　文　　の　　要　　旨

　世界で最初の4ビット1マイクロプロセッサ4004の開発に従事した著者が、その開発経緯をはじ

めとして事その後の8ビット。16ビット1マイクロプロセッサなどの開発を通じて得られた研究成

果をまとめたものである。

　実用となるマイクロプロセッサを開発するためにはヨ採算のとれるLS亙チップサイズを保ちつつ，

低消費電カという制限のもとでヨ必要とされる性能と機能と内部ハードウェア曲アーキテクチャと

の間のバランスをとり雪最適化の問題を解決し、マイクロプロセッサのハードウェア1アーキテク

チャを確立する必要がある。

　本論文は。著者がその開発に実際に携わり事世界的に広範に使用されている4ビットラ8ビットヲ

16ビットなどの実用マイクロプロセッサの開発を通じて得られた研究成果をまとめている。特に，

内部システム1バス方式に関しての空問分割内部システムー1バス方式の考案、データパス部のモ

ジュール化ヨ命令セット1アーキテクチャの最適化による高性能化とプログラムサイズの縮少害PLA

論理方式によるプログラマブル1ハードウェア1アーキテクチャヨ低消費電力版用モジュール間空

問分割マルチプル1バス方式ヨに関して雪その決定に際しての判断過程やラ研究開発結果を明らか

にしている。

　特にこれらの研究1開発遇程が半導体プロセス技術ヨ回路技術ヨCAD技術の進展との関連におい

て適確に捕らえられて論じられている。
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審　　査　　の　　要　　旨

世界で最初にマイクロプロセッサの開発を行いヲその後も大量に市販されて実用されているマイ

クロプロセッサの開発研究の成果報告であるのでラ多面にわたる泥臭い各種要因の最適化害実用化

を図った点で工学研究として非常に高く評価できる。

　よって男著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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